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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファンモータの複数の側面に対応する複数の弾性体が連結された保持部材と、
　前記弾性体が連結された連結方向における前記保持部材の両端を一緒に固定するロック
部と、
　前記保持部材の前記連結方向に直交する方向の両端それぞれに突設された複数の突壁部
とを備え、
　前記突壁部の内面は、根元から先端に向かうにつれ外側に傾斜する傾斜面を有し、
　前記保持部材が前記ファンモータの側面に巻き付けられた場合に、前記複数の突壁部が
前記ファンモータを正面側と背面側とから保持し、前記ロック部が前記保持部材の両端を
一緒に固定して巻き付け状態を維持することを特徴とするファンモータ保持構造。
【請求項２】
　前記弾性体が樹脂であることを特徴とする請求項１記載のファンモータ保持構造。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載のファンモータ保持構造を備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ファンモータを保持および制振するファンモータ保持構造に関するもので
ある。
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【背景技術】
【０００２】
　発熱部材を有する電子機器は、ファンモータを用いて給排気している。ファンモータは
、ファンの動作に伴う振動などによって騒音が発生するため、ファンモータと電子機器の
間に保持部材を介在させて振動を抑制し、騒音を低減していた。
【０００３】
　従来の保持部材は、ファンモータを収容する弾性の箱体であって、箱体の正面には給排
気用の穴が開口し、背面にはファンモータの抜けを防止するリブが設けられている。この
保持部材をファンモータに装着する際は、箱体の弾性を活かし、抜け防止用のリブを変形
させながらファンモータをファン軸方向に押し込む。ファンモータはファンを含む回転部
と筐体とからなり、回転部は変形および破損の可能性があるため接触禁止部となっている
。しかし、箱体の保持部材の場合、保持部材の四側面の内面とファンの筐体四側面の外面
とが面摺動するため摩擦抵抗が大きく、装着しにくいため、押し込む際に作業者がファン
モータの回転部に触れてしまう可能性があった。
【０００４】
　他方、特許文献１の保持部材は、ファンモータの側面に弾性の保持部材を巻き付ける構
造である。ファンモータを保持部材に押し込むのではなく、保持部材をファンモータに巻
き付ける構造であるため、摩擦抵抗が小さくなり装着しやすい。そのため、作業者がファ
ンモータの回転部に触れる可能性は低い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２８３２５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１の保持部材は、ファンモータの正面および背面で各４個
、計８個のボス部が突設されており、各ボス部をファンモータの取り付け孔に挿入する作
業が必要である。そのため、組立性が未だ効率的でないという課題があった。また、ファ
ンモータの筐体に取り付け孔を形成する必要があるため、汎用性も低い。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、制振性を維持しつつ
、組立性を向上させたファンモータ保持構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係るファンモータ保持構造は、ファンモータの複数の側面に対応する複数の
弾性体が連結された保持部材と、弾性体が連結された連結方向における保持部材の両端を
一緒に固定するロック部と、保持部材の連結方向に直交する方向の両端それぞれに突設さ
れた複数の突壁部とを備え、突壁部の内面は、根元から先端に向かうにつれ外側に傾斜す
る傾斜面を有し、保持部材がファンモータの側面に巻き付けられた場合に、複数の突壁部
がファンモータを正面側と背面側とから保持し、ロック部が保持部材の両端を一緒に固定
して巻き付け状態を維持するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、保持部材をファンモータに巻き付ける構造にしたので装着しやすく
なり、かつ、ロックが一箇所で済むため、制振性を維持しつつ組立性を向上させたファン
モータ保持構造を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の実施の形態１に係るファンモータ保持構造の組立前の状態を示す斜視
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図である。
【図２】実施の形態１に係るファンモータ保持構造の組立後の状態を示す斜視図である。
【図３】実施の形態１に係るファンモータ保持構造の組立途中の状態を示す斜視図である
。
【図４】実施の形態１の保持部材を図１のＡＡ線に沿って切断した断面図である。
【図５】実施の形態１の保持部材の変形例を示す斜視図である。
【図６】実施の形態１の保持部材の別の変形例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
実施の形態１．
　図１は、実施の形態１に係るファンモータ保持構造の組立前の状態を示す斜視図である
。図２は、実施の形態１に係るファンモータ保持構造の組立後の状態を示す斜視図である
。ファンモータ１０は、四側面１１ａ～１１ｄからなる筐体と、ファンを含む回転部１２
と、電力供給用のリード１３とを備える。ここでは、リード１３が引き出された側をファ
ンモータ１０の背面１５、反対側を正面１４と呼ぶ。また、ファンを含む回転部１２は、
変形および破損の可能性があるため接触禁止部となっている。
【００１２】
　ファンモータ１０を保持および制振するために、保持部材２０が用いられる。ファンモ
ータ１０と電子機器（不図示）との間に、弾性体の保持部材２０が介在することにより、
ファンモータ１０の動作に起因する振動などが抑制され、騒音が低減する。
【００１３】
　ファンモータ１０の四側面１１ａ～１１ｄに対応する四枚の平板部２１ａ～２１ｄが連
結されて、保持部材２０が構成されている。平板部２１ａ～２１ｄの連結部分は、薄肉で
折り曲げやすくなっている。これにより、保持部材２０がファンモータ１０に巻き付けら
れたときに平板部２１ａ～２１ｄが四側面１１ａ～１１ｄの外形に沿いやすく、かつ密着
しやすくなる。
【００１４】
　図３の斜視図に示すように、平板部２１ａ～２１ｄの連結方向の一方端である平板部２
１ｄの端部には、ロック用爪２２ａが形成され、もう一方端である平板部２１ａの端部に
は、ロック用爪２２ａを係合するためのロック用穴２２ｂが形成されている。ロック用爪
２２ａとロック用穴２２ｂは、ロック部を構成する。また、ファンモータ１０の側面１１
ｄに対応する保持部材２０の平板部２１ｄには、リード１３を通すためのリード通し穴２
３が形成されている。さらに、保持部材２０の両側縁には突壁２４ａ～２４ｄおよび突壁
２５ａ～２５ｄが突設されている。保持部材２０をファンモータ１０に巻き付けたときに
、突壁２４ａ～２４ｄがファンモータ１０の正面１４に接し、突壁２５ａ～２５ｄがファ
ンモータ１０の背面１５に接し、ファンモータ１０を正面１４側と背面１５側とから保持
する。なお、平板部２１ａ～２１ｄが一列に並ぶ方向が「連結方向」、突壁２４ａと突壁
２５ａとが向かい合う方向が「連結方向に直交する方向」である。
【００１５】
　保持部材２０のうち、少なくとも平板部２１ａ～２１ｄは、振動を吸収可能な弾性体（
ゴム、樹脂、シリコンなど）で構成されている。平板部２１ａ～２１ｄだけでなく、ロッ
ク用爪２２ａ、ロック用穴２２ｂ、突壁２４ａ～２４ｄ、および突壁２５ａ～２５ｄが弾
性体で構成されていてもよい。
【００１６】
　次に、ファンモータ１０と保持部材２０の組立作業の一例を説明する。
　図１において、作業者はまず、ファンモータ１０の側面１１ｂを保持部材２０の平板部
２１ｂに押し付け、向かい合う一対の突壁２４ｂ，２５ｂで側面１１ｂを挟み込んで保持
させる。次に、作業者は、平板部２１ｃ，２１ｄを側面１１ｃ，１１ｄに巻き付け、突壁
２４ｃ，２５ｃで側面１１ｃを挟み込んで保持させ、突壁２４ｄ，２５ｄで側面１１ｄを
挟み込んで保持させる。その際、作業者は、リード１３をリード通し穴２３から引き出す
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。次に、作業者は、平板部２１ａを側面１１ａに巻き付け、突壁２４ａ，２５ａで側面１
１ａを挟み込んで保持させる。以上の組立作業により図３の状態となる。なお、図１の例
では平板部２１ｂから巻き付けを開始したが、どこから開始しても構わない。
　最後に作業者は、平板部２１ｄの外面に形成されたロック用爪２２ａに、平板部２１ａ
の端部に形成されたロック用穴２２ｂの縁を引っ掛け、図２のようにロックする。ロック
用爪２２ａとロック用穴２２ｂが係合することで、保持部材２０の両端を固定して巻き付
け状態を維持する。
【００１７】
　先立って説明した特許文献１のような従来構造では、保持部材に８個のボス部を設け、
ファンモータに設けられた８箇所の取り付け孔に挿入する作業が必要だったため、組立性
が悪かった。また、ファンモータ側に取り付け孔が必要だったため、汎用性も低かった。
これに対し、実施の形態１では、保持部材２０をファンモータ１０に巻き付ける構造にし
、ロック用爪２２ａとロック用穴２２ｂの１ヶ所のロックで巻き付け状態を維持するよう
にしたので、組立性が向上する。また、取り付け孔などの保持部材２０用の形状をファン
モータ１０に設ける必要がないため、汎用性も向上する。
【００１８】
　また、従来のように保持部材が箱体の場合には、ファンモータの四側面に対応する箱体
の四壁面が摺動面となるため、摩擦抵抗が大きく、組立性が悪かった。そのため、作業者
がファンモータの回転部に接触しやすく、接触により回転部が変形および破損する可能性
があった。これに対し、実施の形態１では、突壁２４ａ～２４ｄおよび突壁２５ａ～２５
ｄが摺動面となるため、従来の箱体に比べて摺動面積が小さくなり、摩擦抵抗も小さくな
る。よって、組立性が向上する。
【００１９】
　以上より、実施の形態１によれば、ファンモータ保持構造は、ファンモータ１０の四側
面１１ａ～１１ｄに対応する弾性体の平板部２１ａ～２１ｄが連結された保持部材２０と
、弾性体の平板部２１ａ～２１ｄが連結された連結方向における保持部材２０の両端を固
定するロック用爪２２ａおよびロック用穴２２ｂと、保持部材２０の連結方向に直交する
方向の両端それぞれに突設された複数の突壁２４ａ～２４ｄおよび突壁２５ａ～２５ｄと
を備え、保持部材２０がファンモータ１０の四側面１１ａ～１１ｄに巻き付けられた場合
に、複数の突壁２４ａ～２４ｄおよび突壁２５ａ～２５ｄがファンモータ１０を正面１４
側と背面１５側とから保持し、ロック用爪２２ａおよびロック用穴２２ｂが保持部材２０
の両端を固定して巻き付け状態を維持するように構成した。これにより、制振性を維持し
つつ、組立性を向上させたファンモータ保持構造を提供することができる。
【００２０】
　なお、突壁２４ａ～２４ｄ，２５ａ～２５ｄの内面に、根元から先端に向かうにつれ外
側に傾斜する傾斜面を形成してもよい。この変形例を図４に示す。
　図４は、保持部材２０を図１のＡＡ線に沿って切断した断面図である。図４の変形例で
は、突壁２４ｂ，２５ｂそれぞれの内面を、根元から先端に向かうにつれ外側に傾斜する
傾斜面３０にしている。これにより、向かい合う一対の突壁２４ｂ，２５ｂ間の間口が広
がるため、ファンモータ１０を挿入する際に、ファンモータ１０の角部が引っ掛かりにく
くなり、組立性が向上する。また、突壁２４ｂ，２５ｂの先端側の間口を広げたとしても
、根元側でファンモータ１０の正面１４および背面１５を保持できる。
【００２１】
　また、突壁２４ａ～２４ｄ，２５ａ～２５ｄの形状は、図１～図３に示した形状に限定
されるものではない。この例を図５、図６に示す。
　例えば、図１では平板部２１ａの両側縁すべてに渡って突壁２４ａ，２５ａを突設して
いたが、図５の例では平板部２１ａの両側縁の一部に突壁２４ａ－１，２５ａ－１を突設
している。平板部２１ｂ～２１ｄも同様に、両側縁の一部に突壁２４ｂ－１～２４ｄ－１
，２５ｂ－１～２５ｄ－１を突設している。この構成であっても、ファンモータ１０と保
持部材２０の保持状態を維持できる。
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　突壁変形の際、突壁のファンモータ１０に接する面積の増減、あるいは、突壁の数の増
減により、保持力を調整できる。
【００２２】
　例えば、図６（ａ）の例では、平板部２１ａ～２１ｄのうちの一部に突壁２４ａ－１，
２４ｃ－１，２５ａ－１，２５ｃ－１を突設している。この構成であっても、突壁２４ａ
－１，２４ｃ－１がファンモータ１０の正面１４側に接し、突壁２５ａ－１，２５ｃ－１
がファンモータ１０の背面１５側に接するので、ファンモータ１０と保持部材２０の保持
状態を維持できる。図６（ｂ）の例では、突壁２４ａ－１，２４ｃ－１，２５ｂ－１，２
５ｄ－１を互い違いに配置している。この構成であっても、突壁２４ａ－１，２４ｃ－１
がファンモータ１０の正面１４側に接し、突壁２５ｂ－１，２５ｄ－１がファンモータ１
０の背面１５側に接するので、ファンモータ１０と保持部材２０の保持状態を維持できる
。
　このように、ファンモータ１０の正面１４側と、背面１５側に、各々２個以上の突壁が
あれば、ファンモータ１０の軸方向への抜けを防止できる。
【００２３】
　また、上記説明では、直方体形のファンモータ１０を例に挙げたため、保持部材２０を
四枚の平板部２１ａ～２１ｄで構成したが、ファンモータ１０の形状に合わせて平板部の
枚数を変更すればよい。
【００２４】
　上記以外にも、本発明はその発明の範囲内において、実施の形態の任意の構成要素の変
形、または実施の形態の任意の構成要素の省略が可能である。
【符号の説明】
【００２５】
　１０　ファンモータ、１１ａ～１１ｄ　側面、１２　回転部、１３　リード、１４　正
面、１５　背面、２０　保持部材、２１ａ～２１ｄ　平板部、２２ａ　ロック用爪（ロッ
ク部）、２２ｂ　ロック用穴（ロック部）、２３　リード通し穴、２４ａ～２４ｄ，２４
ａ－１～２４ｄ－１，２５ａ～２５ｄ，２５ａ－１～２５ｄ－１　突壁、３０　傾斜面。
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